
環境報告

環境保安基本方針
製品の開発から廃棄に至るまでの環境、安全、健康を確保し、
地球環境と調和する事業活動を行う 2005年4月1日　取締役社長　末村 長弘

環境保安行動指針

2011年4月１日改訂　環境保安委員会

環境基本方針
荒川化学グループでは地球環境と調和する事業活動を行うため、「環境保安基本方針」を基に「環境保安行動指
針」を定め、さらに「環境保安委員長4 方針」に具体化して、環境に優しい事業活動を進めています。
「環境保安行動指針」については、「生物多様性の確保」の取り組みを盛り込むことが 2010年度の環境保安委
員会で承認され、2011年4月1日付けで改訂版を発行しました。

荒川化学グループは、その歴史を植物由来の天然樹脂ロジンとともに歩んできました。環境問題や
環境対応への取り組みは、創業当時から現在も変わらない事業活動の一環と捉えています。

環境保安委員長4方針

1.全社保安体制の構築
環境・保安のリスクマネジメントを確立してリスクの低減
を進めます。また、環境保安委員会を対策本部とする緊
急時の体制の構築を行いました。各事業所の防災訓練
と連携した訓練を積み、レベルアップを進めています。

2.リスク監査導入による環境保安監査の充実
第2次中期経営計画のスタート年度である2008年度よ
り、環境保安監査はリスク監査の手法を導入して進めて
います。リスク監査の充実を図り、継続的改善に繋がる
監査となるよう実施していきます。

環境保安推進体制

環境保安委員会は、保安担当役員を委員長に、実施責任
者である関連部門長(品質環境保安室長、総務部長、研究
所長、生産統轄部長、大阪工場長、富士工場長、水島工場
長、小名浜工場長、水島工場品質環境保安課長)をメンバー
とし、全社的な取り組みを確実なものにするため社長も参
加して年1回定例会議を開催しています。この定例会議で
は、前年度の活動実績報告および当年度の環境保安年度
計画を審議しています。

グリーン規定

地球環境にやさしい企業活動をより確実に推進していく
ため、2010年4月に「グリーン規定」とそれに関連する5つ
の基準を制定しました。
グリーン規定では、「グリーン」を「地球にやさしい状態」

と定義し、「化学物質の適切な管理」、「大気、水域、土壌汚
染の防止」「使用エネルギー及び温暖化ガス排出の削減」
「3Rすなわちリデュース(削減)、リユース(再使用)、リサイク
ル(再資源化)の実施」「廃棄物の適正管理」などをおこな
い、環境負荷を低減した状態を実現することを目指します。
各事業所で構築・運用されている環境マネジメントシス

テムの中にグリーン規定で定める内容を取り込んで、環境
への取り組みをより確実なものにしていきます。

■環境保安推進体制図

■グリーン規定の文書体系図

社　長

経営会議 環境保安
委員会

事務局：
品質環境保安室

環境保安
実務者会議

本　社

支店・営業所

工　場

研究所

子会社

化学物質管理基準

グリーン調達基準

グリーン物流基準

省エネルギー推進基準

グリーン購入基準

環
境
保
安
管
理
規
定

グ
リ
ー
ン
規
定

ISO14001/エコアクション21の
認証取得状況

※ISO14001の審査登録機関は、すべて（財）日本品質保証機構、エコアクション21は
（財）地球環境戦略研究機関です。

日本国内においては、荒川化学の大阪・富士・水島・小名
浜の主力4工場とペルノックスが環境マネジメントシステ
ムの国際規格であるISO14001の認証取得をしています。
また、高圧化学では、小規模事業所向け環境マネジメン

トシステムである「エコアクション21」を認証取得しました。
2010年度は、それぞれ維持・更新審査を受審し合格してい
ます。

■国内の取得・審査状況
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事業所名　      登録番号　        認証取得日　         審査実施日

1999年3月12日
2001年3月16日
2001年5月18日

2001年5月25日

2004年1月30日

2008年8月1日

2011年1月27-28日
2011年2月22-24日
2010年4月27-28日

2010年3月9-11日

2010年12月14-15日

2010年6月14-15日

■海外の取得・審査状況

3.環境に関する中期目標設定と実現のためのマネ
ジメントシステム充実
環境負荷削減の中期目標の設定および活動、
ISO14001未取得事業所の環境マネジメントシステム構
築を進めています。また、環境負荷削減をより確実なも
のとするため、グリーン規定を制定し運用しています。

4.組織の整備
各事業所から推進委員を選任して、省エネ法、温対法の
改正に対応した組織を整備し、省エネルギー、CO2削減
に取り組んでいます。

その他事業所の
環境マネジメントシステム

釧路・徳島・鶴崎の各工場は、荒川版環境マネジメントシ
ステムを構築し、2009年度から運用を始めました。
本社、支店、営業所については、2010年度中に環境マ

ネジメントシステムを構築、2011年度から運用を始めま
した。

海外グループ会社においては、厦門荒川化学、台湾荒川
化学が2007年に、南通荒川化学は2009年にISO14001
認証を取得しており、2010年は維持審査を受審し合格して
います。

環境マネジメントシステムの推進
荒川化学グループでは、「環境保安基本方針」、「環境保安行動指針」、「環境保安管理規定」および「グリーン規
定」を基に各事業所で計画を立て環境に配慮した活動を実施しています。

1. 環境および保安に関する法令を遵守し、社員一人ひとりがその重要性を認識する。
2. 事業活動において、環境の保全、生物多様性の確保、および社員・地域住民の安全・健康に配慮し、安全
操業に努める。

3. 事業活動に伴う環境への負荷の低減、省資源・省エネルギーを推進する。
4. 事業活動における環境・保安事故および労働災害の防止のため事故事例を解析し、情報を収集して適切
な防止対策を実施する。

5. 製品の開発および新プロセスの開発は、環境・安全・健康の確保に配慮して行う。
6. 製品、原材料等取扱い物質の環境・安全・健康への影響に配慮し、安全性の調査・研究に努める。
7. 製品の安全な取扱いを図るために顧客へ必要な情報を提供する。
8. 製品や事業活動に関する行政当局や地域住民の関心に留意し、より一層の信頼が得られるようコミュニ
ケーションに努める。

9. 海外への事業展開において、当該国の法令を遵守するとともに、環境保全、生物多様性の確保、安全・健
康の確保に努める。

環境保安委員長の4方針は、2012年度 ( 第2次中期経営計画最終年 )のありたい姿を示すもので、内容と現在の取り
組み状況は以下のとおりです。

厦門荒川化学
台湾荒川化学

南通荒川化学

206932

TW07/0113EM

00109E22023R0S/
3200

2007年1月31日
2007年10月17日

2009年10月28日

2010年10月14-15日
2010年9月17日

2010年6月28-29日

事業所名　        登録番号　          認証取得日　       審査実施日
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